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l 【癒着防止材】 従来の膜型癒着防止材は内視鏡（腹腔
鏡）手術には使用が困難。内視鏡下で塗布・噴霧により
ゲル化する癒着防止材ならば解決可能。

l 【細胞治療】 脂肪由来幹細胞などMSC投与・サイトカイ
ン分泌（パラクライン効果）による細胞治療（組織修復）
では，投与細胞が投与部位に留まるための足場が必要。

l 【血管塞栓材】 Transcatheter Arterial Chemo-
Embolization (TACE)などに使用する安全で操作性の高
い血管塞栓材が求められている。

室温ではゾル状態で体内注入後に体温
に応答してゲル化するインジェクタブルポリ
マー（IP）として，温度に応答してゲル化す
る際に，チオール-エン反応により化学架
橋を生じ，共有結合ゲルとなる生分解性IP
システム(tri-PCG-Acryl + tri-PCG/DPMP)
を開発した1,2)。

このIPシステムからなるゲルは，体内で
の分解消失時間を極めて簡単な方法（混
合比を変えるだけ）で1-90日の間で調節可
能である。

マウス癒着モデルにおいて，臨床使用されている膜状癒
着防止材（セプラフィルム）よりも高い癒着防止効果を示し
た。特に薬剤（キマーゼ阻害剤）との併用により，より厳し
い癒着条件でも有効な結果を示した3)。
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マウス心筋梗塞モデルにAdSC含有IP製剤を局所注入
したところ，毛細血管再生，AdSC投与部位残存が確認
され，心エコー測定による心機能の回復が認められた4)。
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腹腔鏡から吐出・塗布

この他，接着力を付与したIP製剤による血管塞栓5), AdSC
のIPゲル内での未分化能保持6)，IPゲルと樹状細胞(DC)
を用いた癌ワクチン7)などについても報告している。
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